
 

 

１．要請書（A/F：英文）

２．協議議事録（M/M：英文）

３．実施細則（S/W：英文）

４．面談者リスト

５．収集資料リスト

６．面談記録

 

 

 

 

 

付　属　資　料



１．要請書（A/F：英文)

87－　 －

a04848
テキストボックス
0600060H0030   060:ネパールシンズリ道路沿線地域高価値農業普及促進プロジェクト技術協力プロジェクト



88－　 －



89－　 －



90－　 －



91－　 －



92－　 －



93－　 －



94－　 －



95－　 －



96－　 －



97－　 －



98－　 －



99－　 －



100－　　－



101－　　－



102－　　－



103－　　－



104－　　－



105－　　－



106－　　－



107－　　－



108－　　－



109－　　－



110－　　－



111－　　－



112－　　－



２．協議議事録（M/M：英文）

113－　　－



114－　　－



115－　　－



116－　　－



117－　　－



118－　　－



119－　　－



120－　　－



121－　　－



122－　　－



123－　　－



124－　　－



125－　　－



126－　　－



３．実施細則（S/W：英文）

127－　　－



128－　　－



129－　　－



130－　　－



131－　　－



132－　　－



133－　　－



４．面談者リスト

 

主要面談者リスト 

＜ネパール側＞ 
Kathmandu 
 
National Planning Commission  

Mr. Bhaba Krishna Bhattarai Joint Secretary, Agriculture and Rural Infrastructure 
Development Division 

Mr. Biju Kumar Shrestha Program Director 
 
Ministry of Agriculture and Cooperatives 

Mr. Nathu Pd. Chaudhary Secretary 
Dr. Purushottam Mainali Joint Secretary, Planning Division 
Mr. Fulgen Pradhan Joint Secretary, Agribusiness Promotion and Statistical Division 
Mr. Mahendra N. Poudel Senior Agricultural Economist, Chief of Foreign Aid 

Coordination Section 
Ms. Shabnam Shivakoti Senior Plant Protection Officer 
河村 真宏 JICA 派遣専門家（商業的農業推進アドバイザー） 

 
Ministry of Local Development 

Mr. Dinesh Kumar Thapaliya Joint Secretary, Planning and Foreign Aid Cooperation Section 
Mr. Purusottam Nepal Under Secretary, Planning and Foreign Aid Cooperation Section
Mr. Dhan Bahadur Shrestha Under Secretary, Monitoring and Evaluation Section 

 
Federation of Nepalese Chambers of Commerce and Industry 

Mr. Krishna P. Tamrakar Vice President 
Mr. Pradip Maharjan Chief Executive Officer, Agro Enterprise Center 

 
Kalimati Fruits & Vegetables Market Development Board 

Mr. Tulasi Gautam Executive Director 
 
The World Bank 

Dr. Shyam S. Ranjitkar Senior Irrigation Engineer 
 
Asian Development Bank 

Mr. Govinda P. Gewali Senior Project Implementation Officer 
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Kavrepalanchok District 
Mr. Ishawari P. Parday Senior Agriculture Officer, DADO 
Mr. Keshave Acchaml Senior Agriculture Officer, DADO 
Mr. Mani Solekota Animal Health Technician, DLSO 
Mr. Ratna Aclhikori Animal Health Technician, DLSO 
Mr. Krishra Khand Chairman, Kavre Milking Cooperatives 

 
Dholkha District 

Mr. Tanka Bahadur Karki Senior Agriculture Officer, DADO 
Mr. Shree Lod Baral Horticulture Development Officer, DADO 
Mr. Shankour P. Choy Junior Technician, DADO 
Dr. Jagat Bdr Sinkhade Livestock Development Officer, DLSO 
Mr. Gyanendra Kayassika Hub Officer, FAO-TA to LFLP, DLSO 
Mr. Gopi Knshre Sedhai Junior Technician, DLSO 
Mr. Shankar Bahadur Thapa Local Development Officer, DDC 
Mr. Deepak Dhakal Planning, Monitoring and Administrative Officer, DDC 
Mr. Jagadish Aryad Internal Audit Officer, DDC 
Mr. Iswar Sharma President, Nepal Hatchery Industries Association 

 
Ramechhap District 

Mr. Harihar Adhikari Senior Agriculture Officer, DADO 
Mr. Chhdai Lol Ghimire Plant Protection Officer, DADO 
Mr. Rishi Ras Subedi Junior Technician, DADO 
Dr. Narayan Bdr Shrestha Livestock Development Officer, DLSO 
Mr. Poabhu Chauehary Veterinary Officer, DLSO 
Mr. Umesh Pradham Veterinary Officer, DLSO 
Mr. Dilip Kumar Chapagain Local Development Officer, DDC 
Mr. Nirmal Darshan Aeharya District Technical Officer, DDC 
Mr. Padam Bahadrer Lam Chairman, Junar Agriculture Cooperative Ltd. 
Mr. Jaya Bahadur Khatis Vice Chairman, Junar Agriculture Cooperative Ltd. 
Mr. Mohan Kumar Shrestha Secretary, Junar Agriculture Cooperative Ltd. 

 
Sindhuli District 

Mr. Ram Sah Plant Protection Officer, DADO 
Mr. Gopal Aeo Agriculture Officer, DADO 
Mr. Nathuni Yadav Junior Technician, DADO 
Mr. Rajendra Sah Veterinary Officer, DLSO 
Mr. Tej Thapa Junior Technician, DLSO 
Mr. Prakash Bakwa Junior Technician, DLSO 
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Mr. Ganesh Gyanwak Local Development Officer, DDC 
Mr. Sagar Dhakal Programming Officer, DDC 
Mr. Dipak P. Koirara Chairman, Junar Central Cooperative Union Ltd. 
Mr. Badri Thanpa Secretary, Junar Central Cooperative Union Ltd. 
  

＜日本側＞ 
JICAネパール事務所 
丹羽 憲昭 所長 
武  徹 次長 
樅田 泰明 所員 
Mr. Narendra Kumar Gurung Senior Program Officer 

 
在ネパール日本国大使館 
谷本 憲一 二等書記官 
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５．収集資料リスト

 

収集資料リスト

番号 名 称
形態

図書・ビデオ
地図・写真等

ｵリｼﾞﾅ
ﾙ・ｺﾋﾟｰ

発行機関 発行年

K1

STATISTICAL 
INFORMATION ON 
NEPALESE 
AGRICULTURE 2008/2009 

図書 コピー
Ministry of Agriculture and 
Cooperatives/Agri-Business 
Promotion and Statistics Division 

2009 

K2

STATISTICAL 
INFORMATION ON 
NEPALESE 
AGRICULTURE 2007/2008 

図書 コピー 同 2008 

K3

STATISTICAL 
INFORMATION ON 
NEPALESE 
AGRICULTURE 2006/2007 

図書 コピー 同 2007 

K4

STATISTICAL 
INFORMATION ON 
NEPALESE 
AGRICULTURE 2005/2006 

図書 コピー 同 2006 

K5

STATISTICAL 
INFORMATION ON 
NEPALESE 
AGRICULTURE 2004/2005 

図書 コピー 同 2005 

K6

AGRICULTURAL 
MARKETING
INFORMATION 
BULLETIN/SPECIAL 
ISSUE-2008 

図書
オリジ
ナル

Ministry of Agriculture and 
Cooperatives/Agri-Business 
Promotion and Marketing 
Development Directorate 

2008 

K7
DLSO Doalkha 2nd Q 
Progress 2066-67.ppt 

電子ﾌｧｲﾙ コピー DLSO Doalkha 2010 

K8
Dolakha Presentation  2nd 
Qtr 2067.2.5-6.ppt 

電子ﾌｧｲﾙ
コピー DADO Doalkha 2010 

K9 Introduction DLSO Rch .ppt 電子ﾌｧｲﾙ コピー DLSO Ramechap 2010 

K10 kalimati.eng-3.16.ppt 電子ﾌｧｲﾙ コピー Karimati Market 2010 

A1
Initial Environmental 
Examination Guideline for the 
Agriculture Sector 

冊子
オリジ
ナル

Ministry of Agriculture and 
Cooperatives 2008 

A2
Nepal Gazette, Publish from 
the GoN, Part 57, Kathmandu 
Bhadra 03, 2064, Number 19 

コピー コピー
Ministry of Agriculture and 
Cooperatives 2007 
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６．面談記録

 

面談記録  

訪問先  Agro Enterprise Center/AEC No. 

日 時  6 月 21 日  

面談者  Mr. Pradip Maharjan/Chief Executive Officer 

調査団員  岸本  

同席者  河村専門家  

記録者  岸本  

内容  
・AEC はネパール商工会議所の 1 部門として主に農業商業化の推進を行っている。  
・現在は主に稲作、園芸作物、畜産物に力点を置いている。  
・換金作物であるショウガはインドでの需要が多く、AEC は生産者とインド人バイヤー

との間にたって周旋を行っている。  
・今後の活動のひとつとして、野菜類のハウス栽培、ハイドロ・アグリカルチャー（水

耕栽培）を生産者に普及することを計画している。  
・現在は ADB 及びオランダの援助機関と協調して活動を行っている。  

以 上

 

訪問先  ラメチャップ郡 Junar Agriculture Cooperative Ltd. No. 

日 時  6 月 24 日  

面談者  Mr. Padam Lam/Chairman ほか 7 名  

調査団員  岸本、三木  

同席者  河村専門家  

記録者  岸本  

内容  
・この組合は 4 年前に設立、MoAC の登録を受け、現在の組合員数は 136 人である  
・主な活動  
- 相互助け合い生産作業  
- 品質管理とマーケティング  
- ジュナール飲料の製造  

・行政からの援助は全くなく、すべての費用は組合で賄っている。  
・必要とするサービス  
- トレーニング・プログラム  
- フィナンシャル・サポート  
- 品質管理とマーケティングの講習・研修  
- 集荷所の新設  
- 冷蔵保管庫の新設  

・今後の課題はジュナール飲料をカトマンズ等の大都市圏に広め販売すること  
 以 上
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訪問先 World Bank No. 

日 時 2010 年 6 月 29 日 10:15～11:20 

面談者 Mr. Shyam S. Ranjitkar, Sr. Irrigation Engineer 

調査団員 岸本団員（農産物市場/流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮/評価

分析） 

同席者  

記録者 赤澤 

内容 

他ドナーとの意見交換及び情報収集を目的に Project for Agriculture Commercialization and 

Trade (PACT)を実施中の世銀を往訪。冒頭、三木団員より本プロジェクトの概要説明、先方から

PACT の概要と進捗に係る説明があり、続いて質疑応答。 

 PACT は 25 地域を対象に農業の商業化促進に向けたプロジェクトを展開中。該当する 25 地域

から申請された 388 件のプロポーザルを審査し、対象案件を採択。対象案件の採択は公正性

（fairness）に基づき、評価委員会等で協議・決定している。採択されなかった案件については、

異議申立制度（grievance system）が整備されている。PACT は実施段階に入ったばかりだが、現

時点では予定どおりに進んでいる。上記案件以外にも、世銀が中部 40 地域を対象に灌漑プロジ

ェクトを実施し、ADB が東部 35 地域を対象に小規模灌漑プロジェクトを実施中。 

環境社会への影響については、世銀セーフガードポリシーにのっとって環境影響を回避・

小化・緩和することがプロジェクト実施の前提となっている。本プロジェクト計画段階で大き

な環境への影響は想定されておらず、また実施段階に入ったばかりなので、環境への深刻な影

響があったとの報告もなされていない。しかし、西部の平原地域では灌漑による土壌のヒ素汚

染（arsenic contamination）や地すべり（landslide）の可能性が指摘されている。肥料・農薬利用

による環境への影響は、おおむね想定された環境影響にとどまる。 

世銀は、案件規模にかかわらずすべてのプロジェクトで地域住民等とのステークホルダー協

議を行い、社会環境マネジメント計画（social environmental management plan: SEMP）を策定す

ることが義務づけられている。SEMP では、プロジェクトによる社会面の影響の緩和策や被影

響住民への補償内容が検討・計画されている。この SEMP の策定には社会学的・専門的知見を

有する社会学者が参加しており、土地収用に伴う住民移転の補償内容や雇用創出プログラムの

計画策定に関与している。 

 プロジェクト実施により、土地所有者等の特定のステークホルダーに利益が集中することは

回避することが望ましいが、実際には PACT のような農業プロジェクトで衡平な利益の配分は

難しい。しかし、世銀は SEMP に基づき、社会的弱者に対してマイクロ灌漑施設を整備する等

の配慮を行っている。 

ADB等の他ドナーが同じく農業の商業化に向けたプロジェクトを実施していることによる相

乗効果はある。ADB とは定期的に会合をもち、意見・情報交換や関連文書を共有している。一

方で、類似案件を実施する場合には、（地域など）他ドナーと重複を避ける必要がある。 

以 上
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訪問先  Asian Development Bank No. 

日 時  2010 年 6 月 29 日 11:30～12:30 

面談者  Mr. Govinda P. Gewali, Senior Project Implementation Officer,  
Nepal Resident Mission 

調査団員  岸本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配

慮 /評価分析）  

同席者   

記録者  赤澤  

内容  
他ドナーとの意見交換及び情報収集を目的に ADB を往訪。冒頭、三木団員より本プ

ロジェクトの概要を説明、ADB の農業商業化プロジェクトに係る説明、続いて質疑応答。

 ADB がネパールで実施している農業プロジェクトは、①農業セクター強化、②灌漑施

設の強化、③アクセス道路整備による connectivity やクラスター連携の強化、が柱とな

っている。道路整備では、農村のアクセス道路の整備は DOLIDAR の管轄で舗装まで行

わないが、幹線道路の建設は Department of Road の管轄でアスファルト舗装する。  
ADB はラメチャップ郡でアクセス道路の整備をしているが、2 本あるアクセス道路の

うち、1 本は既に工事が始まっており 2012 年に完成予定。もう 1 本のアクセス道路は資

金不足のため工事が遅れている。なお、ADB は上記アクセス道路に加えて、幹線道路の

建設も 1 件進めている（ラメチャップ道路の終着地点であるクルコットにはスンコシ川

が流れており、ラメチャップ道路とシンズリ道路がつながっていない。ADB の資金でス

ンコシ川に橋を架ける計画があるか聞いたところ、そのような計画はないとの発言があ

った）。  
アクセス道路の整備では、ADB の環境社会影響評価ガイドラインにのっとり、土地収

用の被影響住民に対する雇用計画と環境影響を検討しなければならない。例えば、森林

の中に道路を建設するために木の伐採が不可避であれば、同じ本数の木を植えて伐採に

よる影響をオフセットすることが義務づけられている。プロジェクトに係るモニタリン

グの頻度は（移転住民の生活状況のモニタリングを含む）原則として 6 カ月に 1 回と定

められている。しかし、何か問題が発生した場合、必要に応じてモニタリングの頻度を

上げている。  
 現時点では、環境面の影響では特段大きな問題は報告されていない。軽微な影響も含

めて想定される環境影響を事前に慎重に検討してきたことと、本プロジェクトは地域住

民によって選定されたプロジェクトで構成されており、基本的に地域住民からの賛同と

協力が得られていることが大きい。他方、しばしば問題となるのは土地収用である。補

償委員会で決定された補償内容に納得できず、対象エリアの住民が 1 人でも土地を提供

することを拒む場合、ADB は説得を続けなければならず、必然的にプロジェクトの進捗

が遅れるという事態が発生する。土地収用の問題は適切な対応が求められることから、

事前にインフォーマルな形で対象エリアの対象住民と話し合いを行って同意を得るよ

うに努め、その後で正式な交渉と補償手続きに入っている。土地収用の対象となるエリ

アに居住している違法居住者（squatter）に対しては、ADB ガイドラインにのっとり、

他の被影響住民と同様に補償を行っている。道路の建設計画決定後に（決定を聞いて）
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その土地に移動してきて補償を主張する住民がいるが、計画発表後に移住してきた違法

居住者は補償の対象とはならないことも定めている。  
プロジェクトにおけるコミュニティ・住民参加とジェンダー配慮の重要性が高まって

いる。ADB のプロジェクトでは、ネパール国内法に基づき裨益者の 33％以上が女性に

なるようにジェンダー配慮を行っている。ネパールの農村では子どもが農作業をしてい

る姿をよく見かけるが、家族の手伝いをしている程度であれば児童労働に該当しない

が、他の農地や工場に送られて就労させられている場合、児童労働に当てはまると認識

している。  
以 上

 

訪問先  National Planning Commission (NPC) No. 

日 時  2010 年 6 月 30 日 10:30～11:30 

面談者  Agriculture and Rural Infrastructure Development Division 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮 /
評価分析）  

同席者  樅田所員（JICA ネパール事務所）  

記録者  赤澤  

内容  
暫定 3 カ年計画等の国家開発計画を策定する国家計画委員会（NPC）を訪問。萩原団

長より本件プロジェクトの概要説明を行った後、意見交換。主な発言内容は以下のとお

り。  
近年、国内の所得格差が拡大しており、ジニ係数も高くなっている。これは、農業が

主要産業であるにもかかわらず農村地域で持続可能な農業開発が進んでいないことに

起因する。農業セクターの生産性が低いことと、農業が所得向上と収入機会ではなく生

計維持の手段にとどまっていることが問題である。JICA による農業の商業化に向けた支

援は、ネパールの政策目標とも合致している。特に JICA のインフラ整備への支援に感

謝している。  
 （本件プロジェクトにインフラ整備が含まれるかとの質問に対して）萩原団長より 1
年次の情報収集と基礎調査結果に基づき、具体的なプロジェクト実施内容を決定するこ

とを説明。また、先方よりプロジェクト実施内容を決定する際には、開発の遅れている

地域等のあらゆる要素を考慮したうえで決定し、マスタープランに反映して欲しいとの

要望があった。萩原団長より、基礎調査ではすべての要素を調査し、分析・検討するこ

とを説明。  
 プロジェクト実施段階に設置する Steering Committee に、NPC からもメンバーとして

参加してもらうことを要請し、先方は了承。NPC は省庁間の調整を行う役割を担ってい

るので、省庁間で問題が発生して調整が必要な場合は協力するとの発言があった。  
 三木団員より、次年度あるいは新暫定 3 カ年計画に農業セクターの中で注力分野があ

るか聞いたところ、農業セクターでは 2 つの視点が導入されているとの説明があった。

まず、貧困削減に向けた取組みとしての小規模農家への支援。そして、中規模農家を対
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象とした農業の商業化をめざした農業分野の強化、である。現行の暫定 3 カ年計画の対

象期間が終わるため、国家開発計画である新暫定 3 カ年計画が導入されるが、新計画は

ネパール語版しかなく、英語版はまだ完成していない。  
以 上

 
訪問先  Ministry of Agriculture and Cooperatives (MOAC) No. 

日 時  2010 年 6 月 30 日 11:30～12:20 

面談者  Dr. Purushottam Mainali, Joint Secretary of Planning Division 
Ms. Shabnam Shivakoti, Senior Plant Protection Officer, Planning Div. 
Mr. Mahendra N. Poudel, Sr. Agri. Economist, Foreign Aid Coordination 
Section Chief 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮 /
評価分析）  

同席者  樅田所員（JICA ネパール事務所）  

記録者  赤澤  

内容  
本件プロジェクトの要請元である農業・協同組合省（MoAC）の Planning Division と

協議。冒頭、萩原団長より本格調査は 2010 年 11 月～12 月に開始する予定で、基礎調査、

パイロットプロジェクト、マスタープラン策定によって構成されること、詳細について

は調査団がシンズリ郡への現地調査より戻ってから、7 月 4 日以降に S/W 協議で意見交

換を行い、6 日午前中までに M/M 締結を予定していることを説明。  
先方より、①園芸作物、②畜産品、③水産品（注：水産物は要請書には含まれていな

い）が対象地域において有望であり、可能性を広く検討してもらいたいとの要望があっ

た。また、MoAC の事務次官が一村一品のモデルである大分県を視察した結果、ネパー

ルでも①生産、収穫、加工、マーケティングの一連のバリューチェーンを踏まえた農業

の商業展開、②加工、品質管理による輸出振興、を進めたいとの発言があった。萩原団

長より、水産品は要請書に含まれていなかったことから、予算の制約等の問題があるこ

とを説明。また、商業展開は本件プロジェクトで取り組むことになるが、海外市場をマ

ーケットとした農産品の輸出には日本の農水省が反応することから、まずは国内市場で

の販売に注力すべきであることを提案。これを受けて、MoAC は水産品を本件プロジェ

クトに含めないことは了解。ただし、水産品については他のプロジェクトとして支援を

要請したい、との発言があった。  
先方より、本格調査段階でのカウンターパートについて質問があり、三木団員より事

前の協議どおり、本格調査段階では MoAC の Planning Division がカウンターパートにな

ることを確認。先方からは、同省では人事異動が頻繁にあることから、プロジェクト期

間中にカウンターパートが交替する可能性があるとの発言があった。さらに、萩原団長

より、通常はコンサルタントの担当分野ごとにカウンターパートが指名されることを説

明。本事前調査段階で具体的に特定する必要はないが、本件プロジェクトで必要なカウ

ンターパート人材を MoAC で指名することができるか確認したところ、先方からは問題
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ないとの発言があった。  
以 上

 

訪問先  Ministry of Local Development (MoLD) No. 

日 時  2010 年 6 月 30 日 13:40～14:15 

面談者  Mr. Dinesh Kumar Thapaliya, Joint Secretary 
Mr. Purusottam Nepal, Under Secretary, Planning and Foreign Aid 
Co-operation Section 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮 /
評価分析）  

同席者   

記録者  赤澤  

内容  
DDC の上部組織である地方開発省（MoLD）を訪問。萩原団長より本件プロジェクト

の概要を説明し、続いて意見交換。先方より、Terai 地域とカトマンズをつなぐシンズリ

道路建設の意義は非常に大きく、本件プロジェクトに対しても協力する意向が表明され

た。続いて、実施機関、DDC の役割、プロジェクトの modality 等について質問があり、

実施機関は MoAC であること、既に対象 4 郡が選定されていること、プロジェクトの実

施内容について説明。  
DDC は地方政府を管理するユニットであり、セクター別の政策を計画、ガイドライン

の策定等を行っている。農業セクターは地方への権限移譲が進んでおり、普及サービス

は地方政府が直接管理しているため、本件プロジェクトのカウンターパートは対象地域

の DDC がふさわしい。カブレ郡では過去に JICA 農業開発ボランティアが小規模高付加

価値農産品の技術支援を行った経緯から、地域住民も JICA の活動についてよく知って

いる。各地域が潜在的可能性があると推奨する地場産品が対象であれば、DDC としても

本件プロジェクトへの支援を行いやすい。  
萩原団長より、プロジェクト実施にかかるコストを MoLD が一部負担する可能性につ

いて聞いたところ、ネパール財務省と協議をして、合意しなければならないが、不可能

ではないとの発言があった。過去の JICA 案件で資金面を両国で負担した事例があるほ

か、各 DDC は農業開発の予算を確保しているはずである。ただし、DDC が資金面で負

担をする場合、DDC の予算である DDF（District Development Fund、DDF は地方開発省

から DDC への交付金、DDC の独自歳入、ドナー資金などが混ざるバスケット型となっ

ている）を通じた資金拠出になる。この場合は、JICA の本案件資金が DDF に入る必要

があり、DDF の下で DDC の負担とブレンドされた支出となる。  
DDC も NPC の国家開発計画に準じて地域開発計画やセクター別計画を策定している。

新暫定 3 カ年計画が発表されるタイミングで、新地域開発計画が発表されるが内容は大

きく変わっていない。また、DDC には情報センター（DIC：District Information Center）
が併設されており、そこで上記計画は閲覧可能である。  

萩原団長より、本格調査開始後に設置される Steering Committee への参加を打診した
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ところ、先方了解。中央からの代表として MoLD が参加、地方からは対象郡の DDC が

参加することになる。その際、先方から本格調査のファイナルドラフトレポートを共有

させてほしいという点と、プロジェクトのオーナーシップを高める意味からも DDC を

プロジェクトの focal point にすることが提案された。  
以 上

 
訪問先  Federation of Nepalese Chamber of Commerce & Industry (FNCCI)/ 

Agro Enterprise Center (AEC) 
No. 

日 時  2010 年 6 月 30 日 14:30～15:30 

面談者  Mr. Krishna P. Tamrakar, Vice President of FNCCI 
Mr. Pradip Maharjan, Chief Executive Officer of AEC 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮 /
評価分析）  

同席者  河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所）  

記録者  赤澤  

内容  
ネパール商工会議所（FNCCI）と民間農業セクターの業界団体である AEC を訪問、意

見交換。FNCCI 傘下には国内の各地域から 92 の商工会議所がメンバーとなっており、

77 の業界団体がメンバーとなっている。うち、農業関連の業界団体は 13 団体。AEC は

農業セクターの商業化を支援しており、高付加価値農産品の生産やマーケティング支援

として MIS（Market Information Service）の提供を行っている。さらに、定期的な展示会

への出展（FOODEX 等）も行っている。  
畜産品については、家禽の業界団体がメンバーに入っており、家禽業はカブレ郡がひ

とつの pocket area になっている。カブレ郡はカトマンズに近いという地理的優位性はあ

るが、紛争によって被害を受けた地域のひとつなので、プロジェクトによる支援が重要

である。  
煉瓦工場による農産品の被害も深刻である。バクタプールでは煉瓦工場が排出する粉

塵等によってキャベツやカリフラワーが影響を受けている。中央政府は大気汚染を回避

するために煉瓦工場をカトマンズ以外に移転させる政策をとることが多い（逆に、マオ

イストが強くなると煉瓦工場はカトマンズに押し戻されてくる）が、現政権の煉瓦工場

への圧力はそこまで厳しくない。今後、政府が強硬な態度をとった場合、シンズリ道路

沿線に煉瓦工場が移転することになると、農産品に影響を及ぼすので注意が必要であ

る。煉瓦工場が使っている石炭はインドから輸入している粗悪品が多く、時にはタイヤ

を燃やすこともある。煙突も古く管理が悪く、モニタリング体制も弱いため、環境への

影響は深刻である。プロジェクト開始前に政府に働きかけて煉瓦工場がシンズリ道路沿

線に移転してこないように先に手を打ってはどうか。  
ネパールでは農産品の半分以上はインドからの輸入に頼り、近年は中国やブータンか

らも輸入している。生産性が低く、生計維持レベルで農民の収入源となっていないこと

が問題。市場に出回るタマネギはほぼ全量をインドからの安価な輸入品に依存。農業保
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証制度はなく、投資が進まない。有望産品としてハーブ（医療用ハーブも含む）、例え

ばアスパラガス（医療用ハーブの原料となる）、山椒などがある。ハーブの生産は多く

の労働力を必要とするため、貧困層を参加させることができる。コミュニティ参加型の

森林管理・森林保全システムである Community Forestry System もまた、貧困層や社会的

弱者を取り込むことができるシステムである。このシステムでは活動による収益の 90％
は貧困層支援や貧困削減に向けられ、10％を Community Fund に振り分けている。  

以 上

訪問先 District Development Office (DDC), Sindhuli District No. 

日 時 2010 年 7 月 1 日 14:30～15:30 

面談者 Mr. Ganesh Gyanwak, Local Development Officer 

Mr. Sagar Dhakal, Programming Officer 

調査団員 萩原団長/総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸本団員

（農産物市場/流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮/評価分析）

同席者 河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所） 

記録者 赤澤 

内容 

 

プロジェクト対象地域のひとつであるシンズリ郡の郡開発事務所を訪問。冒頭、三木団員よ

り案件概要について説明、そのあとで意見交換。主な発言要旨は以下のとおり。 

当該地域において優先度の高い開発分野は、①アクセス道路、②社会開発、③インフラ開発。

商業化に適する潜在的可能性のある産品はジュナール、パイナップル、レモン等のフルーツと

アスパラガス等。 

DDC の機能は、農民グループの組織強化における調整だが、中央政府からの予算は限られて

おり、農業予算は 937 万 9,000 ルピー。調査団より、パイロットプロジェクト実施に際して、参

加型という趣旨からも当該 DDC から予算の一部負担を打診。また、Steering Committee への参

加と併設されている情報センターの利用（情報の共有）について要請。 

案件実施における社会的包摂という観点からは、土地なし農民や貧困層への配慮が必要であ

ることが指摘された。貧困層のなかには出稼ぎに出る農民も多く、特に、西部地域からはカタ

ール、UAE 等のアラブ諸国へ出稼ぎに出る人が多い。このような出稼ぎ労働者も、生計向上が

実現されれば、海外から当該郡に戻ってくるだろう。 

 

以 上
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訪問先 District Agriculture Development Center (DADO), Sindhuli District No. 

日 時 2010 年 7 月 1 日 15:30～16:30 

面談者 Mr. Ram Sah, Plant Protection, Mr. Gopal Aeo, Agriculture Officer, 

Mr. Nathuni Yadav, Junior Technician 

調査団員 萩原団長/総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸本団員（農

産物市場/流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮/評価分析） 

同席者 河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所） 

記録者 赤澤 

内容 

 

プロジェクト対象地域のひとつであるシンズリ郡の郡農業開発事務所を訪問。冒頭、三木団

員より案件概要について説明、そのあとで質問票の回収と回答内容の確認。続いて意見交換。

主な発言要旨は以下のとおり。 

シンズリ郡 DADO の予算は、プログラム予算が 160 万ルピー、全体の予算が 1.700 万ルピー。

対象エリアにサービスセンターが 6 カ所、コンタクトセンターが 2 カ所。（両者の違いを質問し

たところ）サービスセンター数はネパール政府によって定められており、6 カ所を超える場合は、

名称を変えて設置しているとの由。 

DADO は研修を実施しているが、その研修成果が十分に活用されていないことが問題。農民

は、研修内容よりも日当が目当てで参加している。しかし、日当を支払わなければ、研修に参

加してこない。研修後のモニタリング制度や評価システムは導入されておらず、研修実施後の

管理はなされていない。農民の言い分としては、研修を受けても、灌漑施設がなければ実践で

きないとの由で、研修が有効活用されていない。他方、研修内容や研修方法が魅力的でなく、

農民が積極的に研修に参加しないという意見もあった（河村専門家）。 

サービスセンターの普及員といっても定期的に農家を訪ねて指導・改善を行っているわけで

はない。普及員による指導は、教材にのっとって行われており、普及員たちも定期的に研修を

受けており、能力向上の機会を得ているはずである。サービスセンターは 1 カ所につき、8～10

カ所の村落開発委員会（Village Development Committee: VDC）をカバーしているが、対象 DVC

の数が多すぎて効果的にサービスを提供できていないことが問題。 

 

以 上
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訪問先 District Livestock Service Center (DLSO), Sindhuli District No. 

日 時 2010 年 7 月 1 日 17:30～18:30 

面談者 Mr. Rajendra Sah, Veterinary Officer, Mr. Tej Thapa, Junior Technician,  

Mr. Prakash Bakwa, Junior Technician 

調査団員 萩原団長/総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸本団員

（農産物市場/流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮/評価分析）

同席者 河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所） 

記録者 赤澤 

内容 

プロジェクト対象地域のひとつであるシンズリ郡の郡畜産サービス事務所を訪問。冒頭、三

木団員より案件概要について説明、そのあとで質問票の回収と回答内容の確認。続いて意見交

換。主な発言要旨は以下のとおり。 

当該 DLSO の対象エリアには酪農協同組合があり、150 名の酪農民がメンバーになっている。

酪農協同組合は繁殖目的で乳用雄牛の飼育を行っており、協同組合内にある小規模グループに

雄牛を提供している。各グループで飼育している乳用雄牛から生産されるミルクは毎朝、集荷

センター（5 カ所）に集められ、9 時から 10 時に冷蔵センター（5 カ所）で冷却された後、加工

されて地元市場で販売されている。 

当該 DLSO で提供しているサービスは、家畜の飼育・繁殖スキルの向上、給餌、飼料、栄養

不足の解消、家畜管理など。モニタリングは定期的には行っておらず、何か問題が発生した場

合に、モニタリングを実施している。サブセンターに配置されている技術者は定期的に畜産農

家を回っている。 

潜在的有望性のある畜産物としては、5～6 年前までは山羊肉が中心だったが、 近は水牛の

割合が増えている。とはいえ、いまだに山羊肉の割合は多く、このエリアを市場としてとらえ

た場合の有望性という意味では山羊の潜在的可能性が高い。家禽/養鶏も約 300 世帯の生産農家

があり、商業化に向けて有望である。商業化という観点から有望性が高いのは、①鶏、②山羊、

③雄水牛、④豚、の順番である。シンズリ郡の天候は山羊飼育に適していることに加えて、草

地が多く山羊の餌が豊富であるため、有望である。 

調査団より口蹄疫について質問したところ、2～3 年前から感染例が増えており、15～20 村で

口蹄疫が発生している。リング形式でワクチン接種をして対応しているだけで、日本のような

殺処分は行っていない。獣医はサブセンター1 カ所につき、1 人の獣医/技術者しか配置されて

いないため、十分なサービスの提供ができていないことが問題。また、DLSO 予算が限られて

いることからサブセンターに常備してある薬も少ない。 

シンズリ道路が完成すると、カトマンズやテライ平野の市場へのアクセスが可能となり、新

しい市場確保につながる。ジュナール等果物と野菜は、カトマンズが主な市場になるだろう。

牛乳の生産量を増加する方法は、①生産性の高い乳牛を購入（replacement）、②人工授精の導

入、③飼料の改善、④農民への指導、である。3 年間のプログラムである Commercial Livestock 

Farming では、25 畜産農家を対象に乳牛を交換するための助成金を交付。助成金は、乳牛の処

分/購入以外にも、輸送費、研修費、飼料購入費、薬品購入費等にも交付可能。 
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（DLSO と DDC の連携について聞いたところ）DDC との定期的会合はないが、頻繁

に協議を行っている。DLSO は、計画段階では DDC から呼び出され、DDC の相談にの

っているにもかかわらず、予算配分の段階で DLSO が関与することもなければ、当該エ

リア内の VDC も関与していない 近は、DLSO の予算は 20～40％削減されており、プ

ログラム形成段階では DDC と連携していても、実施段階では予算が削減され、同じプ

ログラムを減額された予算で実施している。現在、DDC の上記プログラムと地域森林プ

ログラム（IFAD）の 2 件を実施中だが、後者は中央政府レベルで予算措置がなされるた

め、予算は削減されていない。DDC との連携では、DLSO は研修実施、パンフレット・

冊子の作成、DDC の技術者に対する指導等が可能である。  
 

以 上

 

訪問先  Junar Cultivation Area（ジュナール栽培状況の視察）  No. 

日 時  2010 年 7 月 2 日 9:30～11:00 

面談者  Mr. Dipak. P. Koirara, Chairman, Junar Central Cooperative Union Ltd. 
Mr. Badri Thanpa, Secretary, Junar Central Cooperative Union Ltd. 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮

/評価分析）  

同席者  河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所）  

記録者  赤澤  

内容  
シンズリ郡の有望産品であるジュナールの栽培状況を視察。ジュナール栽培地では、

剪定を行っていないため、成長して木が高くなり過ぎていること、葉がつき過ぎている

こと、栽培面積に対して木を植え過ぎていること等が問題。研修で指導している栽培面

積は、5m×5m、あるいは 4m×4m。苗代の 50％は助成されており、農薬は無償配布か、

半額補助がある。小規模だが、生産農家の組合があり毎月会合を開催している。組合で

協議する内容は、病害対策、農薬利用、剪定などについて。この会合は情報共有（特に、

会合が開催される時期に発生する可能性のある病害についての情報交換が重要）と集金

の目的で開催されている。組合では等級分類を導入しており、果実は A クラスから D
クラスまで分類される。等級の高い A クラス、B クラスのジュナールはカトマンズで販

売される。C クラス、D クラスはジュースにしている。肥料は堆肥が主流。  
農家から行政への要望としては、農家は全般的に食糧自給が優先するため、トウモロ

コシを植えている。しかし、トウモロコシが養分を吸い上げてしまうため、ジュナール

はトウモロコシと intercrop できない。他に intercrop できる作物があるとよい。加えて、

ジュナールが生産できなかった場合に、保証・保険制度があると助かる。これはネパー

ルでそのような法制度が整備されていないことに起因する。  
ジュナールは収穫後、そのまま土の上で冷やしてから、竹籠でかついで道路まで運び、

段ボールに詰めて輸送している。カトマンズにジュナール組合の連盟があり、カトマン

ズ市場での需要量を知らせてくるため、必要量をカトマンズに送り、残りはシンズリバ
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ザールで販売。カトマンズまでの道路事情は悪く、南回りで 18 時間かけて輸送してい

る（TATA の pick-up トラック）。輸送は物流業者に委託している。  
ジュナール栽培は、日本からの支援を受けて栽培農家がやる気になっていたが、道路

事情と市場へのアクセスが悪く、やる気が停滞してしまった。 近になってシンズリ道

路完成により、再び若い人たちがやる気をみせている。協同組合ができて、共同集荷の

話なども出てきている。  
 

以 上

 

訪問先  Junar Central Cooperative Union Ltd., Sindhuli District No. 

日 時  2010 年 7 月 2 日 12:30～14:00 

面談者  Mr. Dipak. P. Koirara, Chairman, Junar Central Cooperative Union Ltd. 
Mr. Badri Thanpa, Secretary, Junar Central Cooperative Union Ltd. 

調査団員  萩原団長 /総括、志賀団員（農業商業化振興）、松村団員（調査管理）、岸

本団員（農産物市場 /流通）、三木団員（協力企画）、赤澤（環境社会配慮

/評価分析）  

同席者  河村 JICA 専門家、樅田所員（JICA ネパール事務所）  

記録者  赤澤  

内容  
シンズリ郡のジュナール生産農家協同組合の上部組織である Junar Central Cooperative 

Union Ltd.を訪問。冒頭、先方より活動概要についてプレゼン。主な活動は農民グルー

プの組織化、農民への技術支援、冷蔵貯蔵施設の所有、政府機関や NGO 等との連携。

この組織には各地のジュナール生産者や加工者による協同組合及び農民グループが

加盟している。シンズリ郡には、3,185 戸の生産農家があり、合計 60 万本のジュナール

の木が植えられている。現在、1,125 戸が協同組合に加入しているが、協同組合に加入

していない農家も多い（約 2,000 戸）ため、各世帯で積極的に組合に加入することを推

進している。協同組合に加入する際、運営資金としてまとまった資金（ 低 1,000 ルピ

ー）を出資して、シェアホルダーとなることができる。協同組合に加入していない約 2,000
戸の生産農家は、会費（10 ルピー）を払い普及サービスを受けている。協同組合活動に

対して、政府からの補助金・助成金はないため、資金不足で運営が厳しい。VDC からあ

る程度の支援があることと、あとはボランティアの支援を受けている。日本の援助によ

る冷蔵保管施設（4 月から稼働開始）のメンテナンスやその他のコストは、メンバーか

らの会費で賄っている。施設のメンテナンスについては、エンジニアが 2 人常駐してお

り、1 人はインド人の技師である。  
シンズリ郡におけるジュナール生産量の 40～45％はカトマンズで販売されている。ジ

ュナールが等級別に分類される割合は、A クラスが 20％、B クラスが 40％、C クラスが

30％、D クラスが 10％である。A クラスは約 4 個で 1 キロ相当、B クラスは 6 個で 1 キ

ロ相当、C クラスになると 10 個で 1 キロ程度。ただし、シンズリ郡で生産されるジュ

ナール 8,000 トンのうち、等級分類をしたのは 400 トンのみで、まだ分類システムが確

立されていない。ネパール政府が供与した機械で分類をすると、果実を転がすために産
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品にキズがついて価値が下がるため、現在はマニュアルで果実の大きさによって分類し

ている。A クラスと B クラスを増やす努力は、あまりなされていない。ネパールでは適

性化や間引きをしないため、実をつけ過ぎていて、実に対して栄養分が足りない。現在

のところ、日本式の剪定や適性化は実践されていない。技術者が不足していることと、

農家への啓発を強化する必要があることが課題。  
女性の関与については、協同組合では 5 割以上が女性メンバーのところもあり、また、

女性が一家の代表として組合員になっているケースも多い。麦やトウモロコシの栽培は

マニュアルで作業が煩雑だが、ジュナール栽培や換金作物の栽培は女性の所得向上に貢

献し、さらに組合活動等を通じて女性の発言力が増大するというメリットがある。  
以 上

 

訪問先  カブレ郡 Deurari 村 乳協同組合  No. 

日 時  7 月 3 日  

面談者  Mr. Deepal Dhodal/Office Assistant, Mr.Balram koirda/Manager 

調査団員  岸本  

同席者  河村専門家  

記録者  岸本  

内容  
・約 1 年目から組合として処理能力 3,000 リットルの乳冷却装置を導入し運営している

・主な出荷先はカブレ郡 BANEPA の乳加工工場である  
・処理手数料は 1NRs./リットルである  
・組合員は 1 人当たり 2,200NRs.の出資金を出している  
・近い将来、飲用乳に加工し、独自に販売することを目標に計画を進めている  
・行政機関には予算がなく支援は受けていない。必要経費はすべて組合が負担している

以 上
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